
【創世記第2章】  

「 「神である主は土地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息
を吹き込まれた。そこで人は生きものとなった。 」(創2：7) 

「神である主は人に命じて仰せられた。「あなたは、園のどの木
からでも思いのまま食べてよい。しかし、善悪の知識の木からは取っ
て食べてはならない。それを取って食べるとき、あなたは必ず死ぬ。」 

                                     (創2：16、17) 
 

いよいよ人が登場します。天地万物、太陽系も含めて人間が生きていく為
に必要な環境をお膳立てされ、神様は人を造られました。チリから造られたから
土地という意味のアダムと命名されました。そして「エデンの園」に人を置かれま
した。それは歓喜又は隅々まで潤された所を意味します。園の中央にはいのち
の木、それから善悪の知識の木（リビングバイブルには「良心の木」）が生えてい
て、一つの川がエデンの園を潤すために流れ、それは4つの源になっていました。
第３の川はチグリス川、第4はユーフラテス川で、世界最古のメソポタミヤ文明の
起源として学校で習いましたね。 

何もない地に神様が仰せられたのは、人間が言うのとは全くレベルの違う
ことで命令形であり、発せられた言葉はその通りになります。「光があれ。」する
と光があった。 （1：3） そして人に万物の支配権を与えられました。いのちの息

である聖霊を吹き込んで（今日は聖霊降臨日ですが）、神と交わることのできる
ようにされたのです。しかも神に似せて造られました。素晴らしいことです。 

16、17 節「あなたは、園のどの木からでも思いのまま食べてよい。」「しか

し、善悪の知識の木（良心の木）からは取って食べてはならない。それを取って
食べるとき、あなたは必ず死ぬ。」 これだけはダメだと言われたのです。ダメだ
と言われる事をしてしまったことで、人間に罪が入りました。これが原罪です。人
間は神から引き離され、霊的に死ぬ事になります。私たちの一番の祖先が罪を
犯した為人間はエデンの園を追い出され、神の祝福から切り離された歴史を歩
むことになります。もしアダムがこの時、「見分け聞き従い」を知っていたらどうで
しょうか！？人類の歴史は全く変わっていたことでしょう。み声新聞784号の論説

には、「聖書的な夫婦関係は奥義」と題して、アダムの創造とふさわしい助け手
として創造されたエバの事について述べられてあります。ふさわしい助け手とし
て造られたにもかかわらず、エバが惑わしにあったことから人類の運命は大きく
変わってきました。私達が神の言葉に聞き従うかどうか、見分けるられるかとい
うことは、自分だけではなく、後の日にまで多大な影響を与えるのです。「み声に
聞き従う」第2章も出ていますが、新たに学び直す必要があります。 

 
 

 
       ＊皆様のお手荷物・貴重品等には十分ご注意下さい。 

     教会内での紛失や盗難等については一切責任を負いかねます。 
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     いつも主にあって喜びに満たされなさい。 
       もう一度言います。喜びなさい。 
          ピリピ書4章4節 

 
神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、 
世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅び
ることなく、永遠のいのちを持つためである。 
          ヨハネ3：16 
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